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Anti-Human 
HGFα (H163) Rabbit IgG Affinity Purify 
 
容量 : 100 μg 

 
 
 
はじめに : 肝細胞増殖因子 Hepatocyte growth factor (HGF) は肝再生増殖因子の本体とし

て発見され、その後種々の肝障害や腎障害に伴い障害細胞臓器及び肺などの間

葉系細胞で産生され、オートクライン・パラクライン・エンドクリン機構によっ

て障害臓器に供給され、障害臓器の上皮系細胞に働き再生を促すことが知られ

ています。また臓器傷害を軽度に抑える保護作用、さらには上皮細胞-間葉組織

間での相互作用を持ち、組織器官の恒常性維持に重要な役割を果たしています。

一方で種々の機能のあることが報告されており、循環器疾患、代謝疾患などで

も重要な病態学的意義が明らかにされ、多くの注目を集めています。 
 
免疫抗原 : Human HGFα鎖の N 端部分合成ペプチド 
  (LPSSYRGKDLQENYC) 
 
精製方法 : 抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 

再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 
安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 2～5 μg/mL にて使用可能 
使用方法  (凍結切片) 
 : ウエスタン・ブロッティング 2～5 μg/mL にて使用可能 
 
特異性 : ラットと交差あり 
  ヒト HGFβ鎖と非交差 
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